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序　　文

　福岡市は古くから大陸よりもたらされる様々な東アジア文化を受け入れる窓口として栄えて

きました。人・物の交流は盛んで、その結果数多くの歴史的遺産が培われて今日に至っていま

す。これらかけがえのない遺産を保護するという立場から、福岡市教育委員会では、市内の遺

跡把握に努め、時には発掘調査を行って記録保存という形で往時の有り様を後世に伝えていま

す。

　本書は平成１６年度に行いました、博多１５０次調査の内容について報告するものです。この調

査では中～近世にかけての多くの遺構を検出することができました。本書が市民の皆様の埋蔵

文化財、ひいては地域の歴史に対する御理解の一助となり、また考古学上、地域史上の研究資

料として御活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが、今回の調査において費用の負担をはじめとする御協力を戴きました、

西山建設株式会社をはじめとする関係各位に深く感謝申し上げます。

　　　平成１８年３月３１日

 福岡市教育委員会　　　　　　
教　育　長　植　木　とみ子

 



　

―　例　　言　―

・本書は福岡市教育委員会が２００５年１月１７日から３月２９日にかけて行った博多１５０次調査（博多区中

呉服町６６番）の報告である。調査は藏冨士寛が担当した。

・本書の執筆、編集等は藏冨士が行った。尚、遺物実測の一部は米倉法子の手を煩わせた。

・出土銅銭については、埋蔵文化財センターにクリーニングをお願いした。製図・分析等は埋蔵文化

財センター片多雅樹氏の手によるものである。

・本書における輸入陶磁の分類については、以下の文献を参考にした。

　太宰府市教育委員会編１９８３『大宰府条坊跡』ⅩⅤ　―陶磁器分類編―　太宰府市の文化財　第４９集

・本書における方位は座標北であり、遺構については、井戸（SE）、土坑（SK）、溝（SD）、等の略

称を使用している。

・本書に関わる資料は、この後福岡市埋蔵文化財センターに収蔵される予定である。 
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Ⅰ　はじめに

１．調査に至る経緯

　平成１６年６月９日、株式会社西山建設より、博多区中呉服町６６番における共同住宅建設に関して、

埋蔵文化財の有無に関する照会がなされた。この地点は博多遺跡群の範囲内であることから、埋蔵文

化財課では試掘調査を行い、現地表下２２０cmの地点で遺構の存在を確認した。

　この結果を受けて、両者協議の結果、遺跡への影響は避けられないということになり、遺跡の記録

保存という形での対応が採られることとなった。

　発掘調査の開始は２００５年１月１７日。３月２９日にすべての作業を終了した。調査にあたって、株式会

社西山建設を始めとする関係各位には、多大な御協力を賜った。記して感謝したい。

２．調査の組織

　調査は以下に示す組織で実施した。

調査委託　　株式会社西山建設

調査主体　　福岡市教育委員会

調査総括　　埋蔵文化財課　課長　山口譲治

　　　　　　調査第２係長　　　　池崎譲二

調査庶務　　　　　　　　　　　　鈴木由喜

調査担当　　調査第２係　　　　　藏冨士寛

調査作業　　寺園恵美子　小路丸嘉人　永田優子　池聖子　小池温子　増田ゆかり　中野裕子

　　　　　　永田律子　阿部幸子　早川　浩　幸田信乃　夏秋弘子　吉川暢子　薗部保寿

整理作業　　柴田加津子　萩本恵子　日名子節子

HKT－１５０遺 跡 略 号０４７９遺跡調査番号

４８千代博多分布地図番号博多区中呉服町６６番地　　　　番

１２０㎡調 査 面 積１８０㎡調査対象面積２００㎡開 発 面 積

２００５．１．１７～２００５．３．２９調 査 期 間



Ⅱ　調査の経過

１．位置と環境

　博多遺跡群は古代末～中世を中心とし、存続期間も弥生時代から近世にいたる複合遺跡であり、福

岡平野を流れる那珂川、御笠川に挟まれた砂丘上に存在する（図１）。この砂丘は東西に長い３列の

砂丘によって形成されており、通常、内陸側の２列を「博多濱」、外側の１列を「息濱」と呼んでい

る。調査地点は息濱の内陸側端部にあり、北西側には近接して、第９８次調査、第１００次調査が行われ

ている（図２）。

　第９８次調査では計４面の調査が行われ、１２世紀後半～１３世紀前半を中心とした、１２世紀前半から１４

世紀にいたるまでの遺構が検出されている（大庭編１９９８）。第１００次調査では計３面の調査が行われ、

１２世紀後半から近世までの遺構が調査されている（大庭編２００２）。また、この調査では、第２面にお

いて大形の溝（００１号遺構）が検出されており、今回報告する溝（SD０５０・０５１）との関連も窺うこと

ができる。

文献

大庭康時編１９９８『博多６４』―博多遺跡群第９８次調査の概要―　福岡市埋蔵文化財調査報告書　第５５９集　福岡市教育委員会

大庭康時編２００２『博多８１』―博多遺跡群第１００次調査の概要―　福岡市埋蔵文化財調査報告書　第７０７集　福岡市教育委員会
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150次
博多遺跡群

図１　博多遺跡群（１ /２５，０００）
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２．調査の方法

　表土および攪乱部分を深さ２m程除去した後、標高１．６m前後の暗褐色砂層上から調査を開始した。

排土処理の関係上、調査区を２つにわけて調査を行っている。今回は３面を設定して、調査を行った

（図３）。第１面は近世以降の整地部分である、暗黄褐色・暗褐色砂質土層下の暗褐色土上面に設定し

た。標高は１．６m前後である。そして第２面は４０cm程掘り下げた暗褐色土上としている。標高は

１．２m程。そして第３面の設定は砂丘面である暗黄褐色砂質土上に行っている。標高は０．８m前後であ

る。尚、第３面においては黄褐色粗砂層に至るまでの掘り下げを行い、遺構の把握に努めた。

Ⅲ　調査の記録

１．調査の概要

　先にも述べたように、今回の調査は計３面を設定して調査を行っている。遺構の存在する調査面の

違いは、必ずしも時期差を示しているものではない。第１面では井戸（SE）、土坑（SK）、ピット

（SP）、そして調査区南東側において、石敷・礫群を検出している。第１面検出の遺構はいずれも１６

世紀後半～１７世紀以降のものである。第２面では、井戸、土坑、ピット、溝（SD）、石組遺構（SK）

等を検出している。検出遺構の数は少ない。遺構は近世、そして１３世紀代のものである。第３面では

井戸、土坑、ピットの他、多数の溝を検出している。多くの遺構が存在しており、これらは１１世紀後

半～１３世紀を中心とする。尚、出土した土師器杯・皿の底部はすべて糸切りによるものである。

　以下では、各面における主要遺構の内容、出土遺物に対する所見を述べる。

図２　博多９８・１００・１５０次調査（１ /４０）

100次

98次

150次

博多中央ビル

中尾小児医院

0 10m
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図３　土層（１ /８０）
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図４　第１面遺構配置（１ /８０）
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２．第１面の調査

１）SE

SE００３（図４）　調査区西寄りに存在。径１．５m、湧水が激しく完掘していない。SE０３９を切り込む。

出土遺物（図７）　瓦質土器の浅鉢（３）、・深鉢（４）、陶器（備前焼？）の浅鉢（２）・甕（５）があ

る。１６世紀後半から１７世紀の遺物といえようか。その他、白磁皿（１）も出土している。

SE００６（図４）　調査区東端に位置する。径２m程の円形を呈し、底面はコンクリ基礎のため不明で

ある。石敷を切り込む。１７世紀代に比定できる。

出土遺物（図７）　肥前陶磁等の椀・皿が出土している他、朝鮮陶磁器（粉青沙器）の皿（１０）も存

在する。

SE０１３（図４）　調査区中央やや西寄りに位置する。径１m程の円形を呈し、底面近くでは湧水が激

しく完掘していない。SK０１４を切り込む。１６世紀中頃以降に位置づけることができる。

出土遺物（図７）　明代青花の皿（１７）、の他、龍泉窯系青磁（１３；Ⅲ－ b類）、土師器杯（１５・１６）・

皿（１４）が出土している。

SE０３９（図３・４）　調査区南西際に存在する。検出時は径３m程だが、土層図をみれば更に大きく

なり、本来は SE０４０と切り合いを有していたようだ。湧水のため完掘はしていない。

出土遺物（図８）　龍泉窯系青磁の椀・皿（１～３）、白磁椀（８）、土師皿（４）の他、備前焼の擂

鉢（５）、瓦当（三巴文）（６）、平瓦（７）、小杯（９）等が出土。１６世紀以降。
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図５　第１面検出遺構（１ /６０）

1.5m

SK002

1.6m

SK014

1.6m

SK012

1.4m

SK019

0 2m



－　7　－

SE０４０（図３・４）　調査区南西際に位置し、土層図をみれば SE０７９に一部が切られていたようだ。

コンクリ杭が存在するため、底面の状況は不明である。１６世紀後半以降の遺構であるといえよう。

出土遺物（図８）　越州窯系青磁の底部片（１４）の他、明代青花皿（１３）、備前焼の擂鉢（１０・１１）、

三巴文を有する瓦当（１２）などが出土。

２）SK

SK００２（図５）　調査区南西側に存在。平面は長さ１．４m、幅１．０mの楕円形を呈し、深さ０．８mを測る。

埋土には暗黄褐色土のブロックを含み、上部は礫を多く含む。１６世紀以降に位置づけることができる。

出土遺物（図８）　備前焼の擂鉢（１６）、瓦質土器のこね鉢（１７）、火鉢（１８）、染付椀（１５）が出土。

SK０１４（図５）　調査区中央の西寄りに位置する。平面は長さ１．７m、幅１．２mのいびつな楕円形を呈

し、深さ０．６m。埋土には暗黄褐色土のブロックを含み、上層部分北側には多量の礫を含む。

出土遺物（図８）　瓦質土器の釜（２１）、国産陶器の甕（１９・２０）等が出土。１７世紀代に位置づけ可能

だろうか。

SK０１２（図５）　調査区南側隅に存在する。全形は不明だが、深さ１．０mを測る。埋土には暗黄褐色土

のブロックが多く混入する。

出土遺物（図８）　土師杯（２２・２３）・皿（２４）、瓦質こね鉢（２５）、須恵質擂鉢（２６）が出土。

SK０１９（図５）調査区中央やや北寄りに位置する。平面は径０．８m程のいびつな円形を呈し、深さは

０．２～０．３m程。遺物としては、土師杯（２７）、染付皿（２８）が出土している（図８）。

図６　石敷・礫群（１ /４０）
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３）石敷・礫群（図６）

石敷　調査区中央の南より、調査区の際において検出した。SE００６に切り込まれている。扁平な大形

石材を１～２，３段重ねて敷き詰めており、その上部は平坦面をなしている。石の隙間には小石を充

填する。石敷の造成時期を示す遺物は無いが、石敷に伴う造成土（１層）には第１面における他遺構

の多くと同じく、黄褐色土ブロックが多く混入しており、従って石敷の造成時期もこれら遺構と同じ

く、近世以降に求めることができるだろう。

礫群　石敷の前面（北西側）では礫の集積が、所々で途切れながらも、北東－南西方向へ線状に分布

している。これら礫は雑然としていて、貼石や敷石といった性格のものではないだろう。ただ、石敷

前面にある落ち込みに沿って並んでいることには注意する必要があるかもしれない。

　土層をみる限り、これら礫群は石敷よりは古く位置づけられるものである。しかし、これら礫群が

例えばSK０１４中にある礫との関連で押さえることができるのであれば、礫群もさほど変わらない時期、

近世以降のものであるといえるかもしれない。
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図７　第１面検出遺構出土遺物１（１ /３）
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３．第２面の調査

１）SK

SK０７４（石組遺構）（図１０）　調査区北東側に

て検出した。攪乱により東壁側を失う。内法

は１．５×１．５mの方形プランで、高さは０．６m

程が遺存している。石組は３～４段目までが

残る。雑然としているが、内面はある程度、

平滑に整えられている。西壁石積みの下面は

現状の床面より高く、本来の床面はもう少し

高い位置にあった可能性も考えておきたい。

この遺構の堀方はよく分からなかった。尚、

確実にこの遺構に伴うと考えることのできる

遺物は無かった。

SK０６６（図１１）　調査区中央やや南東寄りに

存在する。長さ１．２m、幅０．８mを測る平面楕

円形を呈し、深さ２０cm程。底面は平坦であ

る。

出土遺物（図１２）　土師杯（１９）、白磁椀

（２１；Ⅳ類）、瓦器椀（２２）他、備前焼？の壷（２０）が出土している。

SK０６７（図１１）　調査区中央やや南東寄りに存在する。長さ２．３m、幅１．７mを測り、深さ０．５m。壁面

の立ち上がりは急で、底面は平坦である。１７世紀以降に位置づけられる。

出土遺物（図１２）　土師杯（９～１３）、瓦質陶器のこね鉢（１４）、擂鉢（１５）、青磁小杯（１７）、朝鮮陶

器の小杯（１８）、染付皿（１６）がある。

SK０６９（図１１）　調査区中央のやや北寄りに位置する。長さ１．７m、幅１．３m、深さ０．５mを測る。壁面

の立ち上がりは急で、底面は平坦である。遺物は小片が多いため、図化していない。

SK０７１（図１１）　調査区中央やや北寄りの調査区際に位置する。平面は径２．７m程の円形を呈するもの

だろう。壁面の立ち上がりは急で、底面は平坦。１３世紀前半に位置づけられようか。

出土遺物（図１２）　龍泉窯系青磁椀（２３；Ⅱ－b類、２７；Ⅰ類）、土師皿（２４）、瓦器椀（２５）、白磁椀

（２６；Ⅴ類）などが出土している。２６の底部には墨書。

２）SD

SD０８１（図９）　調査区北東側を北東－南西方向に走るもので、幅２～１m、深さ２０cmを測る。南西

側へ行くにつれて、次第に細くなっているようだ。埋土は暗褐色で遺構の認定が難しく、調査区中央

部より南西側において、溝の存在は判然としない。

出土遺物（図１２）　朝鮮陶器（粉青沙器）の椀（１）、青磁椀（２）、瓦質土器の火鉢（７）、擂鉢

（８）、備前焼甕（６）、土師杯（３・４）・皿（５）等が出土している。

４．第３面の調査

１）SE

SE０９５（図１３）　調査区北東側で検出したもので、長さ３．８m、幅２．４mの楕円形を呈する堀方を持つ

図１０　第２面 SK０７４（１ /３０）

1.0m

50cm0



が、深さは２０～３０cmと浅い。壁面の立ち上がりもなだらかなものとなる。中央部には径０．８mの平面

円形を呈する掘り込み部分があり、これが井筒に相当する。深さは０．６m程で、底面の標高は－０．５m

である。井筒部分の周囲には一部木質も残っていたが、湧水のため完掘目前にして遺構が崩壊してし

まったため、実測および資料の採取は行っていない。

出土遺物（図１５）　白磁椀（２１）、瓦器椀（２２）、土師器杯（２３）、皿（２４）、温石（２５；滑石製）が出

土している。出土遺物は少ないが、１２世紀代に位置づけ可能だろうか。

２）SK

SK０４２（図１３）　調査区中央南寄りに存在するもので、SD０５０・０５８・０９８を切り込んでいる。平面は長

さ２m、幅１．５m程の楕円形を呈し、深さは５０cmを測る。出土遺物は細片が多く、時期比定には至っ

ていない。

SK０５３（図１３）　SD０５０中央部で検出したもので、径１m程の円形を呈している。深さは４０cm程。

SD０５０掘り下げ時に検出もので、SD０５０との切り合い関係については確認していない。立ち上がりは

緩やかで、底面は狭い。１２世紀代に位置づけることができる。

出土遺物（図１５）　白磁椀（１；Ⅳ類、２；Ⅳ類）、皿（３；Ⅷ類）が出土している。中には、国産陶

磁壷（４）も含まれるが、混入品である可能性が高い。

SK０５４（図１３）　調査区南西寄りで検出したもので、平面は径１m程の円形を呈している。深さは

９０cmを測り、壁面の立ち上がりは急である。形状からみれば、井戸の井筒部分である可能性が高い。

新相の遺物を評価すれば、この遺構は１２世紀後半に位置づけることができる。

出土遺物（図１５）　白磁椀（５・６・７）、緑釉陶器（８）、越州窯系青磁椀（９）・鉢（１４）、瓦器椀

（１０）、土師器椀（１１）・皿（１２・１３）が出土している。８は淡緑色を呈し、部分的に黄色の発色がある。

焼成良好で堅緻。高台は貼付によるものである。

－　12　－

図１１　第２面検出遺構（１ /６０）
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図１２　第２面検出遺構出土遺物（１ /３）
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SK０９２（図１３）　調査区中央東寄りで検出した遺構で、SD０８１、SK０９３を切り込んでいる。平面は径

１．５mの円形を呈し、深さは０．４mを測る。壁面の立ち上がりは緩やかで、底面は狭い。すり鉢形の形

態をとっている。１２世紀後半に位置づけることができる。

出土遺物（図１５）　白磁椀（１８；Ⅴ類）、龍泉窯系青磁（１９；Ⅰ類）、須恵質鉢（２０）、土師器杯（１７）

などがある。

SK０９３（図１３）　SK０９２に近接して存在し、SK０９２に先行する。平面は径１．２m程の円形を呈し、深さは

２０cmと浅い。

出土遺物（図１５）　出土遺物は少ない。白磁椀（１５；Ⅳ類）、羽口（１６）が出土している。

SK０９４（図１３）　調査区中央北東寄りに存在するもので、SK０６７、SK０７１に切り込まれる。平面は径

１．５m程の円形を呈し、深さは３０cm程。壁面は西側が緩やかで、東側が急とアンバランスな形状をと

る。出土遺物は少なく、図化していない。

３）SD

　溝は大小あわせて８本検出している。方向は北東－南西方向と北西－南東方向の２つに分かれ、そ

れぞれの溝が直交、もしくは平行するという規則性を持つ。
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図１３　第３面検出遺構（１ /６０）
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図１４　第３面遺構配置（１ /８０）
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SD０５０（図１６）　調査区中央やや南寄りに存在する大溝で、幅２．６m、深さ０．６mを測る。北側にほぼ

平行して走る SD０５１とはわずかに切り合いを有し、それによれば、SD０５０は SD０５１に後出することが

分かる。底近くには黒褐色シルト質土が堆積しており、滞水していたことが分かる。壁面は始め緩や

かな傾斜を示し、底面近くの高さ２０cm付近から垂直に落ちる。土層を観察すれば、落ち部の壁際に

は黒色シルト質土が存在するから、この部分には板等の有機質で土留が行われていたことが推測でき、

また底面にはいくつか小ピットが存在していることから、土留材は杭で固定されていたことが分かる。

尚、底面はほぼ水平で目立った比高差はない。１２世紀後半に位置づけることができる。

出土遺物（図１７）　白磁（Ⅳ・Ⅷ類）の椀（１～３）・皿（８）・瓶（４）、龍泉窯系青磁（Ⅰ類）の椀

（５・７）・皿（１０）、同安窯系青磁（Ⅰ類）の椀（６）・皿（９）、瓦器椀（１２～１４）、土師器皿（１１）・

椀（１５）、そして羽口（１６）、石球（１７；滑石製）がある。
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図１５　第３面 SK・SE出土遺物（１ /３）
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図１６　第３面 SD（１ /８０）
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図１７　第３面 SD０５０・０５１出土遺物（１ /３）
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SD０５１（図１６）　SD０５０の南側に存在する溝で、SD０５０に先行する。幅３．３m、深さ０．５mを測る。底に

は黒褐色シルト質土が堆積しており、滞水していたことが分かる。壁面の立ち上がりは緩やかで、

SD０５１とは異なる。底面はほぼ水平。SD０５０と同じく、１２世紀後半に位置づけることができる。

出土遺物（図１７）　白磁（Ⅳ・Ⅷ類）の椀（１９・１９・２０・２４）・皿（２２）、龍泉窯系青磁椀（２１；Ⅰ類）、

同安窯系青磁皿（２５；Ⅰ－１ b類）、磁州窯系緑釉陶器の盤（２６）、瓦器椀（２８）、瓦質土器こね鉢

（２９）、土師器杯（２７）等が出土している。

SD０８１（図１６）　調査区中央北東よりで検出した溝で、幅１m、深さ０．４mを測る。本来SD０５１等他の

溝と切り合いを有していた、可能性が高いが、検出できたのは４m程であり、他溝との切り合いは

不明である。出土遺物はごく少なく、図化していない。

その他の SD（図１６）　調査区南西側で、計５本の溝を検出している。北東－南西方向に走るものが３

本、北西－南東方向のものが２本である。前者が幅０．２m程であるのに対し、後者は０．４mとやや幅広

である。深さはいずれも０．１～０．２mを測る。切り合いをみれば、前者－後者の違いは時期差では無い

ようだ。SD０５０・０５１といった大溝との関係は不明だが、SD０５８と SD０９８の一部が SD０５０に由来すると

考えることのできる落ち部を切り込んでおり、これら溝はSD０５０に後出する可能性もある。これら溝

は切り合い関係にあり、当然時期差が存在するが、出土遺物をみる限り、おおむね１１世紀後半～１５世

紀の範疇で考えることができる。

出土遺物（図１８）　SD０８５からは、瓦器椀（１～３）、白磁椀（４；Ⅴ－２類）、青磁椀（５・６）・小

椀（７）、瓦質土器こね鉢（９）、土師器杯（１０・１１）、土師器甕口縁部（８）等が、SD０４３からは青磁

椀（１２）、SD０９６からは瓦器椀（１３）がそれぞれ出土している。６は外面に雷文帯、１２は線描蓮弁文を

それぞれ施す。

４）SP（図１６）

　第３面では多くのピットを検出している。出土遺物をみれば、多くは１１世紀後半～１２世紀に位置づ

けることができるようだ。

出土遺物（図１９上）　白磁椀（１；Ⅳ類、２・３・５；Ⅷ類）、龍泉窯系青磁椀（７；Ⅰ類）、土師器

杯（９・１０）・皿（６・８）、瓦器皿（１１）などが出土している。１・２・４は SP１６８、３は SP１６７、５～

７は SP１８１、８～１０は SP１８２、１１は SP１９０よりそれぞれ出土。

図１８　第３面その他の SD出土遺物（１ /３）
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図１９　SP・遺構面掘り下げ中出土遺物（１ /３）
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図２０　漁撈具など（１ /３）
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５．特記遺物

１）包含層出土の遺物

　各遺構面の切り下げの際、多くの遺物が出土している（図１９下）。その内、特徴的なものについて

以下に述べることにする。尚、出土層位については図１９に示している。

　１２は越州窯系青磁椀（Ⅰ類）。１４～１７・１９は白磁。１４（Ⅷ類）・１５（Ⅷ類）、１６（Ⅵ－１ b類）は椀

で、１４・１６は墨書を有する。１７は小形の多角杯、１９は小形杯で、共に１４世紀後半から１５世紀に位置づ

けられる。底面に花押有り。１８・２１～２３は朝鮮陶器。１８は緑褐釉陶器の壷。２１～２３は粉青沙器。２４～

２６は磁州窯系緑釉陶器の盤である。２０は土師器杯であるが、内面底部に計８つの穿孔もしくは窪みを

有する。２７・２８は石球。滑石製。

２）漁撈など関係遺物

　今次調査では石錘、土錘、蛸壺等、漁撈関係の遺物が多数出土している（図２０）。ここでまとめて

報告することにする。重さ、出土地点は図２０に記した。

石錘（１～１１）　いずれも滑石製。１００gを超える大型のもの（１～５）から３０gに満たないもの（１０）

までがある。１）主軸方向に溝や切目を持つものと、２）両端に横方向の溝を持つもの（１０）、３）環

状を呈するもの（１１）に大別でき、前者は、a）他の溝・切目を持たないもの（１～５）、b）両端部

に横方向の切目を有するもの（６・７）、c）中央部に切目を有するもの（８）に細分される。８・９

は石鍋の転用品である。

土錘（１２～３５）　１２～３４は管状土錘、３５は双孔棒状土錘である。管状土錘には重さ３０～４０gを測る大

形のもの（１２・１３）と３～４ g程の小形のものがある。

蛸壺（３６・３７）　器高が低めで、下方ふくらみを持つもの（３６）と砲弾形の細身のもの（３７）の２つ

がある。いずれも紐掛け穴を有する。３６は孔の上下縦方向に切目がついている。

その他、焼塩壷も出土している（３８）。

３）銅銭

　１２枚の銅銭が出土した。銭銘と枚数を表１に、遺構別の出土銭銘を表２に示す。図２１には主要なも

のの拓本、または透過X線写真を付した。図２１の数字は表２の番号に対応する。 （片多雅樹）

Ⅳ　おわりに
　今次調査では、第３面において１２世紀代を中心とする多くの遺構を検出することができた。２つの

大溝（SD０５０・０５１）は、１００次調査で検出されたそれとほぼ直交する関係にあり、両者の関連が指摘

できる。その性格の究明が今後の課題といえよう。
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図版１

図２１　出土銅銭（１ /１）

第１・２面調査区南西側（北から）
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図版２

第１・２面調査区北東側（北東から）

第１・２面調査区北東側（南から）
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図版３

石敷・礫群（南西から）

SK０７４（南東から）

SK０７１（南から）



－　26　－

図版４

第３面　調査区南西側（北東から）

第３面　調査区南西側（北から）



－　27　－

図版５

第３面　調査区北東側（南から）

第３面　調査区北東側（西から）
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図版６

第３面　検出 SD（南から）

SD０５０・０５１（西から）

SD０５０（北西から）
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図版７

SE０９５（南から）

第３面ピット群（北西から）

土層（北東から）
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図版８

出土遺物

（表面）

（1

１面掘り下げ中
１面掘り下げ中

２面掘り下げ中

表１　銭銘別出土銅銭一覧表

表２　遺物別出土銅銭一覧表

図１９－２５

図１９－２６

図１７－２６
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